
　

　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

那須弘平最高裁判所判事退官慰労会・夜間例会
日　時　平成２４年４月６日　午後６時３０分～　点鐘

場　所　魚仲
会長挨拶

今日、東京では桜が満開になったそうです。
今年は寒いので遅れているようですが、4月16日の花見例会には
高崎も桜が見ごろとなると思います。
今日は、当クラブの会長を務められた那須最高裁判所判事の退官の
慰労会という事で、元会員の小曽根國雄　氏と横山純一　氏が出席いただき
最高裁判事時代の面白いお話をいただけると思います。

卓話 那須弘平　氏
　私は、昭和47年に高崎RCに入会し、入会10年目で幹事を、その後会長を
務めさせていただきました。平成13年5月に最高裁判所判事になった関係
でクラブを退会しましたが、この度、70才になり判事を退官しました。

判事在任中、約1万件の事案を処理しましたが、正式に議論したのは約500件くらいです。
その中でも、約200件くらいが最高裁判所の判例集に載っています。
特に有名なところでは、防衛医科大教授の痴漢冤罪事件、林ますみのカレー毒物事件、
君が代不起立問題での憲法違反問題、年金型生命保険契約の二重課税事件
などを審理しました。

裁判以外での思い出では、皇室に5回ほど伺ったことです。
最高裁判所は「憲法の番人」といわれますが、戦前の枢密院が廃止され、その機能を
最高裁判所が引き継いだという経緯があり、最高裁判事として皇室に招かれるという
ことで、皇室へ伺うことができました。先日、ブータン国王が来日されましたが、
招かれた皇室晩餐会で、妻は国王と握手をしてもらいました。

ロータリークラブで学んだことでは４つのテストがあります。
裁判中、4つのテストと同じように考えていました。

「真実かどうか」（これは当然です）「皆に公平か」（バランスが取れているか）

「好意と友情を深めるか」（どちらかから恨まれる判決は良くありません）

「皆のためになるかどうか」（国全体の役に立つかどうか）

そして、特に気に入っているのが「テスト」という言葉です。100点をとれなくても

より良い結果に高められるよう努力するという意味で「テスト」という言葉が使われていると思います。

RC退会時にいただいティファニー、今日もつけております。ありがとうございました。

乾杯 塩川祐次　氏

締め 堀越芳春　氏
那須さんは、若干２９才でロータリークラブに入会されました。

この最年少記録はいまだに更新されていません

　　　　　　　高崎ロータリークラブ
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